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論文題目 
Short “Infraslow” Activity (SISA) With Burst Suppression in Acute Anoxic Encephalopathy: A 












る 0.5 Hz 以下の脳波活動が記録可能となった。これらの低周波活動は、睡眠時やてん
かん発作において記録されることがある。その臨床的意義は十分には解明されていな
い。0.5 Hz以下の活動の中でも、特に 0.01 Hz～0.1 Hzの活動は infraslow activity
（超低周波活動）と呼ばれ、無酸素脳症などで報告があるが、記録には時定数 10 秒以
上の特殊な脳波計が必要であり、日常臨床で評価することは難しい。 
そのため、本研究では通常の時定数 2秒で記録可能な0.08 Hz～0.5 Hzの活動をshort 
infraslow activity (SISA)（短時間の超低周波活動）と定義し、無酸素脳症における
その出現病態と臨床所見の相関を検討した。 











った。SISA 群と非 SISA 群で転帰不良の割合には有意差を認めなかったが（100%と
93.5%）、これは全患者群での転帰が不良であったためと考えられる。ただ SISA の予後
不良に関する特異度は100%であった。 

















超低周波活動(Infraslow activity)は 0.1 Hz以下の脳波活動で、無酸素脳症や難治て
んかん患者で報告されている。しかし超低周波活動は通常臨床の脳波計では計測でき
ず、特に集中治療期の患者における臨床的意義は不明である。そのため本研究では通常














したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、平成 31年 2月 21日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
 
